
ポストCOP10を見据えた
市民社会の取組み

Recommendation for post COP10 
from civil society sector

CBD市民ネットワーク共同代表
IUCN日本委員会会長

吉田正人 Masahito YOSHIDA



生物多様性2010年目標

 2002年にCOP6で採択され、ヨハネスブルグサミット
で首脳によって合意された生物多様性条約戦略目標
の一つ

 2010年までに、貧困の削減と地球上の生物のため、
現在の生物多様性の損失速度を著しく減少させる

気候変動の目標に比べ知名度が低く、政治的コミッ
トメントも薄く、2010年までに目標を達成できない
ことは明らか



生物多様性2010年目標〜何が問題か？

目標：意欲的かつ現実的な目標

評価：科学的で検証可能な目標

実施：国、自治体、企業、研究者、市民の参加

「生物多様性の10年」の提案



ポスト2010年目標への市民の取組み 1

 2009年6月〜 ポスト2010年目標に関する日本政府との意見交換

（2009年8月 ポスト2010年目標外務省試案説明）

 2009年9月6日 IUCN日本委員会プレシンポジウム開催（東京大学）

（2009年9月 ポスト2010年目標日本政府提案の説明）

 2009年10月10日 IUCN日本委員会国際シンポジウム（国連大学）

10月11日 CBD市民ネットワークCOP10 1年前会合（名古屋）

(2009年10月 生物多様性神戸国際対話で成果を発表）

生物多様性の10年
提案が出される

CBD事務局長、
IUCNの支持



ポスト2010年目標への市民の取組み 2

 2009年11月 モントリオールABS会合 CBD事務局と意見交換

CBD市民ネット「生物多様性の10年」への取組み決定

（2009年12月 ポスト2010年目標日本政府提案発表）

 2010年1月 CBD市民ネット「生物多様性の10年」作業部会設立

 2010年4月 IUCN日本委員会「生物多様性の10年」プロジェクト設立

 2010年5月 小沢環境大臣「生物多様性の10年」提案を発表

「生物多様性の10年NGOイニシアティブ」の呼びかけ

COP10円卓会議
等において提案

CBD事務局長、外
務省と意見交換
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